
逸 蝙κ ttZ
発行 日 t山 ¬

`彦
遠賀1流域 l■ 民の会 L:話 人代表2003年 4

「遠
賀
川
流
域
住
民
の
会
」
総
会
を
十

二
月
七
日
（土
）飯
塚
市

の
が

み
ブ

′
ジ

デ

ン
ト
ホ
テ
ル
に
お

い
て
開
催
い
た
し

ま
し
た
．

当
日
は
、
田
井
中
靖
久
遠
賀
川
工
事

事
務
所
所
長
　
江
藤
貞
元
飯
塚
市
長
を

は
じ
め
　
向
治
体
関
係
者
の
み
な
様
の

参
加
も
い
た
だ
き
需
人
に
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
．

総
会
後
　
記
念
講
演

一環
境
保
全
活

動
の
活
性
化
方
策
」
と
題
し
て
　
環
境

省

九
州
地

区
環
境
対
策

調
査
官
事

務

所
　
坂

日
長
広
次
席
調
査
官

に
ご
講
演

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
後

　

「サ
ケ

の
研
究
報
告
と
し

て
」
嘉
穂
町
、
足
白
小
学
校

の
六
年

生

の
み
な
さ
ん
に
よ
る
研
究
発
表

が
行
わ
れ
ま
し
た

サ
ケ

の
た
め
に
も
遠
賀
川

の
水

を
き
れ
い
に
し
て
い
き
た
い

と
が

ん
ば

っ
て
い
る
子
ど
も
達
に
元
気

つ
け
ら
れ
ま
し
た
．

■̈

■
か
∬

一一」
　
一・●
一

卜
い
一

議
出

インターネットを使って

'■

のサケの,子なども

調査 ,ttttに 報告いただきました

「景礎保全,1動の活性化Jと Lして坂日長

広次席躊 よつ ご後援を隕きました

遠
賀
川
流
住
民
の
会
が
「特
定
非
営
利
活
動
法
人
遠

賀
川
流
域
住
民
」と
し
て
活
動
を
し
て
い
ぐ
こ
と
を
確

認
、
さ
ら
に

一
歩
す
す
め
た
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

遡上するサケの研究発姜をけていたたいた足山J子● 1年 十

わ
た
し
た
ち
は

「
ふ
る
さ
と
山

口
川

の
自
然
を
守
ろ
う
」
と
　
そ
の
環
境
保

護
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
以
前
　
山

口
川
か
ら
イ
ン
ド
ジ

ョ
ウ
と
い
う
希
少

種
の
生
物
が
見

つ
か
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
そ
の
生
態
調
査
及
び
そ
の
保
護
活

動
を
進
め
る

一
方
、
改
修

工
事
に
際
し

て
の
近
自
然
Ｔ
法
の
採
択

へ
向
け
て
の

呼
び
か
け
や
　
町
議
会
に
対
し
て
請
願

書
を
提
出
す
る
署
名
活
動
等
と
活
動

の

幅
を
広
げ

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
．

今
年
　
二
月
二
十
日

（
日
）
、
飯
塚

コ

ミヽ
ュ
ニ
テ

ィ
ー

セ

ン
タ
ー

に
お

い

て

「
工
事
差
し
止
め
」

の―
法
的
手
段
に
訴

え
る
話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
．

イシドジョウ  コイロ ト,■ ウ11

`,国

的にt,,す布tが ,tヽ

,tlヽでは,壺 ti lと *"の両水系のi確認

付着■Ⅲを主とする雑食性

イシドジョウ
河リモニターの,1上 さんの手によって、 この
「インドジョウJが発見されました。当初、マ

ニア間では  匹数万円で取引されるという情

報で、私達は発表を差し控えていました。

今長 5cm～ 7 cnlぐ らいで、250万年～

300万年前から、ひっそりと 11日 川に生息

し続けていました。環境省のレッドリス トに

絶滅危惧 IBに分類されています.

連絡先

山口川の自然を守る会

郵便番 号8200705
嘉穂 郡筑 穂 町 大字 元 吉

401 16

電話番 号

094872 1026

1口 1の上til査をする
'山

[]川 0自 然をする会 の全員



総
会
は
、
会
員
団
体
二
十
五
団

体
、
出
席
団
体
数
二
十

一
団
体
（内

四
団
体
が
委
任
出
席
）
で
開
催
し

ま
し
た
。

総
会
で
は
、
議
長
に

「遠
賀
川

源
流
の
森
づ
く
り
推
進
会
議
」
の

松
岡
朝
生
氏
を
推
薦
、
議
事
が
進

め
ら
れ
、
提
案
議
案
す
べ
て
拍
手

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
二
〇
〇
二
年
度
、
事
業

会
計
中
間
報
告

二
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
申
請
に
つ
い
て

三
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
中
請
、
認
定
後
「遠

賀
川
流
域
住
民
の
会
」
は

解
散
す
る

引
き
続
き
、
「特
定
非
営
利
活

動
法
人

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
遠
賀
川
流
域

住
民
の
会
」
設
立
総
会
を
開
催
、

議
長
に

「遠
賀
川
源
流
の
森
づ
く

り
推
進
会
議
」
の
松
岡
朝
生
氏
を

推
薦
、
議
事
が
進
め
ら
れ
、
提
案

議
案
す
べ
て
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま

役
員
及
び
報
酬
に
関
す

る
件

設
立
代
表
者
に
窪
山
邦

彦
氏
を
選
出

会
員
は
設
立
時
、
十
人

団
体
、個
人
会
員
二
名
。

筑
豊
か
ら
北
九
州
の
響
灘
に

注
ぐ
遠
賀
川
は
占
代
か
ら
新
世

紀
を
迎
え
た
今
日
に
至
る
ま

で
、
私
達
に
恵
ま
れ
た
環
境
を

与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
近
年
の
経
済
の
発

展
や
都
市
化
の
進
展
で
、
遠
賀

川
に
多
大
な
環
境
負
荷
を
も
た

ら
し
、
現
在
は
九
州
の
一
級
河

川
の
中
で
、
ワ
ー
ス
ト

一
の
水

質
ま
で
に
悪
化
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。

ま
た
、
最
近
は

一
般
廃
棄
物

や
家
電
品
、
産
業
廃
棄
物
の
不

法
投
棄
や
新
し
い
形
の
化
学
物

質
性
に
よ
る
水
質
汚
染
が
広
が

つ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
私

達
は
十
五
年
前
か
ら

「
Ｉ
　
Ｌ

Ｏ
Ｖ
Ｅ
　
遠
賀
川
」
の
イ
ベ
ン

ト
等
を
開
催
す
る
と
共
に
任
意

五 四

し
た
。

ヽ

一

一

、

一

一

一

、

設
立
趣
旨
に
関
す
る
件

定
款
に
関
す
る
件

入
会
金
及
び
会
費
に
関
す

る
件

寄
付
財
産
に
関
す
る
件

平
成
卜
五
年
度
及
び
、
平

成
十
六
年
度
の
事
業
計
画
、

並
び
に
、
収
支
予
算
に
つ

い
て
、

設 活 あ 的 を  と生 化 川 連 な が 境 源 体  ま ヤを 団
立 動 り認 恒 そ 考 出 の 流 携 立

｀
に 流 に今 し ン設 体

水源の森づくりの大切さについて
Nol

【川の水は何故なくならないのでしょう】
日本のような急斜面の国上では、雨は一日で

海へ行つてしまつてよいはずです。それなのに

晴れた日で1)流れているのは何故でしょう力、
その秘密は森林にあります。森林は、そのふ

ところ深く雨を受け入れると、少 しずつ地下ヘ

送り込み、やがて下流ヽはきだしてくれます。

降った雨が地下にしみこみ、再び地表にわき出
てくるには、三百年も五百年もかかつていま

す。
ゆつくりと、地下をくぐつたわき水は、集ま

ちて谷川になりヽ オヽさな川になり、やがて大き
な流れになって、平野をうるおしてくれます。

日本では、少しくらい日照りが続いても水が

絶えなかったのは、国土の7割をしめる大森林
のおかげでした。

×富山和子著書「森は生きているJよ り転載

I NPOっ てなんですか ?

I  NPOは、英語のNOn Profit Orgalllzationの 略で、,

ランティア団体や市民活動団体などの「民間非営利組織 :

を広く指します。つまり、株式会社などの営利企業とは,

つて、「利益追求のためではなく、社会的な使命 (ミ ッシ

ン)の実現を目指して活動する組織や団体Jの ことです。

社会のさまざまな課題に対 して、兄過ごすことができ,

い、待つてはいられないという思いや志を持った個人が,

まり、自らやるべきことを発見して行動し、実現しよう

する組織や団体、それがNPOで す。

NPO法人になるとメリットはありますか?

法人格を取得すると、法律行為の主体となれるため、l

体としてきまざまな契約を結んだり、財産を保有したり

ることが可能となります。また、権利 義務関係や団体 (

責任が明確化されますので、組織としての安定が図られ
'

とともに、対外的にも社会的信用が高まり、寄付や助成 ,

受けやすいなどのメリットも期待できます。
―方、適正な会計処理や情報公開など、法人として法的,

―ルに従つた運営や責任が義務づけられることになり,

汎

蟄

ポ

ノヽ 七 ハ

す。 ※らくおかボランティアネットより転載
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嘩 司 「
赤
池
町
の
流
域
住
民
交
流
会
詳
報
ヨ

九
州
の

一
級
河
川
で
最
も
汚
れ
て
い
る
遠
賃

―――
の
再
生
を
日
指
す

よ
民
た
ち
約
二
百
人
が
七
日
　
赤
池
町
に
隼
い

　

「Ｉ
　
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ

遠
賀
“
　
流
域
■
Ｌ
ヽ
＾
売
会
」
を
開
い
た
。
八
口
い
の
今
回
は
、

郷
■
史
家

りヽ
五
人
が
Ｌ
流

か
つ
順
に
リ
レ
ー
ト
ー
ク
。
そ
れ
ぞ
れ
の

流
域
の
水
進
、
風
土
、
人
物
な
ど
に
つ
い
て
話
し
、
遠
賀
■
に
よ
っ

て
は
ぐ
く
ま
れ
た
郷
上
の
■
か
さ
´
示
し
た
。　
コ

り̈
べ
」
た
ち
の

「遠
賀
川
も
の
が
た
り

一
を
調

″
す
る
。

遠
賀
川
を
利
用
し
て
き
ま
　
一平
安
蒔
●

に̈
は
、
碓
十
一町
の

一ざ
ま
な
物
資
が
運
ば
れ
た
。
　

コ
メ
が
春
民
の
東
大

，
に
送

日本良俗学肇 飯塚市

文化財保護審議委員

中島 忠雄氏 (12)

2002年 9月  西 日本新聞より記載

水運、風土、人物…

金田町文化連盟会長

さこう

福 田  昌 氏 (7い

藩
の
場
の
コ
メ
賄
う

山
缶
信
仰
の
山
　
共
彦
山
　
り
　
彦
山
―――
に
豊
か
な
水
を
　
違

つヽ
と
な
ら
ぬ
よ
・つ
に
し
た

に
は
本
が
う

０
そ
う
と
茂

一ヽ
綸
し
た
．
そ
し
て
　

，
世

い
．

火野葦平の三男・ 曰

居「可 自洞J管理人

三井 史太郎氏 (15,

川
ひ
ら
た
硼
隻
数
え

端
川
に
よ
っ
て
遠
賀
川
と
　
の
お
は
、
日
本
の
工
代
化
を

つ
な
が
る
北
九
笙
巾
　
若
松

支
え
た
式
豊
炭
出
●
石
民
の

東
大
寺
に
コ
メ
運
ぶ

た
ち
が
　
川
の
流
れ
を
せ
き

止
め
、
か
ん
が
い
用
水
路
を

，

っ
て
く
れ
一一
お
か
け
で
、

流
域
は

資
金
色
に
″
打

つ

豊
か
な

稲
作
地
帯
に
な

っ

一
．̈細

川
氏
か
ら
小
笠
一に
入
が

小
倉
藩
を
引
き
ヽ
い
だ
後
の

一彗
口
ほ
〓
資
、
二
十
一
〓
以

上
で
、
藩
の
コ
メ
の
三
分
の

一
に
田
川
郡
で
取
れ
た
　
音

は
宝
の
“
だ

っ
た
が
、
今
は

積
み
出

し
ぬ
と
―
・′て
発
展
し

´
¨
．最

匹
邦
に
は
七
千
豊

の
川

０

や
■
多
数

え

後

の
衆
喘

議
員

、
言
国
残
一
つ
よ
も
船
頭

だ

っ
た
。

■
ス
が
、
一［田
氏
に
ヽ
Л

す
る
形
で
ｉ
ｔ
４
一立
ち
一

げ
た

一
九
●
ム
年
　
●
　
葦

平
が
生
す
れ
た
　
菫

■
●
■

涯
は
、
吉
‘

´
¨

■
●

し
た

一●

人
の
Ｆ
史
と
も
深

い
闊

休

が
あ
る
．

ら
れ
た
。
そ
の
途
中
　
海
峙

に
遭

コ
痒
●
ト
ヱ
た
と
い
う

記
録
も
摯

っ
て
い
る
．
福
岡

城
兼
城
の
折
に
は
　
三
都
山

筑^
，

町

）
か
ら
刊
り
出
さ

れ
た
木
か
連
賀
―――
経
由
で
運

ば
れ
た
。
そ
し
て
一■
メ
．
民

雪

書
の
立

宮
本
常
一
氏

に
薔
●
】
巫
［丙
海
の
製

塩
業
の
燃
料
と
し
て
使
わ

れ
、
そ
の
結
卓

、̈
瀬
一●
咆
世

の
木
は
切
ら
れ
ず
に
済
み

曰
●

ｃ
最

，つ
美
し
い
一
「観

が

守

し
れ
た
と
い
う
．

だ
　
壼
賀
川
は
一二

年
前

直
方
ま
で
０
で
、
古
速
買
湾

一潟
）
と
呼
ば
れ
る
大
き
な

ス
リ
■
だ

っ
た
か
ら
だ
。

●
だ
っ
た
範
囲
を
示

，
地

図
と
、
世
水
時
に
浸
水
す
る

地
域
を
色
分
一け
し
た
国

二
交

通
省
の

マ
ッ
プ
を
比
べ
る

と
　
ル
が
ほ
と
ん
と
同
じ
．

違
一阜
川
は
今
で
も
　
い
ざ
と

な
る
と
昔
の
資
に
民
ろ
う
と

し
て
い
る
．
■
の
「
の

一
方

こ

こ
か

ら

，
本

一
Ｆ

か

■

す
れ
た
　

二
ヽ

Ｌ

・
，

離
小

ｉ
荷
円
ほ

　
■
ル
ト
ガ
ル
や

マ

「
オ

の

商

人
に

金

■

貸

●

，
●
一
Ｌ
は
ど
で
　

，
多

の

豪

罰

を

，

く
，

持

ち

だ

っ

一
．ヽ商

い
の
主

力
は

コ
ノ

●

］
万
Ｌ
量

，

国
に
も
か
か

わ
ら
す
　
ど

ん
ど
ん

，
外
貫

『́

仁
続
け
　
朝
鮮

へ
の
武

器

薔
輸
の
罪
て
死
デ
に
な

っ
た

が

　ヽ
一
流
の
世
界
商
人
だ

っ

一
一●

″暴
れ
ん
坊
″
の
顔
も

世
界
的
な
商
人
生
む

』
錨
酬
譴
繋
一紫
霧
一孝

宿場本屋瀬 rjづ くりの会

広報委員長

野口 靖彦氏 (:3)

直方歳時館長

牛嶋 英俊氏 (5い

遠
賀
川
河
日
か
ら
約
二
十

標
一［
に
約
七
Ｍ
　
日
本
の
川
　
で
、
つ
と
し
を
出
げ
一ｅ
自
〓

，
さ
か
の
ぼ

「
た
直
方
市
の

と
し
て
は
緩
や
か

な
流
れ

れ
る
川
で
も
あ
る
．

遠賀川の未来のため、あなたの特技を登録しません力、 自薦他薦・・・OKです。

「 遠賀川人材バンク 」
登録 ご

'1用

は 住民の会ホームページ  http:1/on餓 8abⅨ :。 まで

遠賀川流域住民の会 問い合わせ先

ホームページ  llth 770nga sa12は ip′

事務局 0947-32-6892(鬼 塚)

ホームページでは掲示板が掲載されるようになつています。各団体

の情報を載せてください。情報を発信してください。



%θ鱚謳 憾省I II十辣踪灘交流会 漱池ｎ
●
●
■

，

2002年 9月 7日 (土曜日)「第 8回 l LOVE遠賀川流域住

民交流会 h赤池」を赤池町で開催、200名 の人々と遺賀川再
生に向けてつどいました。今回は遠賀川をもつと知ろう、をテ
ーマに、5人の郷土史のみなさんに語つていただきました。

漁
師
が
山
に
本
を
植
え
　
魚
を

育
て
る
．
子
ど
も
達
が
ど
ん
ぐ

り

を
拾

っ
て
苗
を
作
り
植
林
す
る
。

自
然
と
共
存
し
て
生
き
る
た
め
に

何
が
出
来
る
か
、
今
、
考
え
な
け

れ
ば
取
り
返
し
が

つ
き
ま
せ
ん
．

遠
賀
川
流
域
で
人
々
が
牛
か
さ

れ
育
ん
で
き
た
自
然
を
見

つ
め
る

た
め
に
多
く
の
人
が
、
赤
池
に
集

ま
り
語
り
合
い
ま
し
た
．

知
恵
を
出
し
合

い
出
来
る
こ
と

か
ら
始
め
よ
う
、
や

っ
て
い
る
事

を
伝
え
よ
う
と
熱

い
交
流
が
出
来

ま
し
た
．
志
を
同
じ
に
す
る
人
々

の
顔
は
現
実
を
み
す
え
て
　
晴
れ

た
り
曇

っ
た
り
、
そ
れ
で
も
確
実

に
輪
は
広
が

っ
て
い
ま
す
。

「は
じ
ま
り
は
じ
ま
り
　
遠
賀
川

も
の
が
た
り
」
で
は
、
５
人
の
語
り

部
に
よ
る
ト
ー
ク
で
し
た
が
川
と

共
に
生
き
喜
怒
哀
楽
を
川
で
味
わ

い
、
体
験
し
た
事
柄
を
子
ど
も
達

に
残
し
伝
え
る
義
務
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
　
と
熱

い
思
い
て
訴
え

ま
し
た
．

河
川
敷

へ
移
動
し
て
の
懇
親
会

も
　
多
く
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
支

え
ら
れ
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
．
汗
を
流
し
て
働
き
　
生
き
る

力
と
安
ら
ぎ
を
　
も
た
ら
し
て
く

れ
る
彦
山
川
の
川
辺
は
　
ひ
こ
き

ん
が

わ
夢

の
会

の
シ

ン
ボ

ル

で

す
。
い
つ
ま
で
も
自
慢

で
き
る
川

辺
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
．
地
域

の
人
々
の
心
が
け

一
つ
て
変
わ
り
ま
す
．

環
境
が

生
恙
系
が
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1■●局まで

二
〇
〇
二
年
九
月
二
十
二
日
（日
曜
日
）

遠
賀
川
流
域
の
住
民
、
三
百

五
十
人
が
芦
屋
町
の
海
岸
に
集
い
、
ゴ
ミ
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
楽
し
い
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
．

一大
雨
の
度
に
古
屋
の
海
岸
に
大

量
の
ご

み
が
漂
着
し
　
芦
屋
町

の

漁
業
や
観
光
に
迷
惑
を
か
け
て
い

る
の
は
皆
ん
な
の
責
任
だ
」
と
し

て
　
遠
賀
川
流
域
住
民
の
会
が
芦

屋
町
の
海
岸
清
掃
に
集
ま
り
ま
し

た
．当

日
は
貸
し
切
リ
バ
ス
な
ど
で

Ｌ
流
か
ら
下
流
の
声
屋
町
ま
で
の

流
域
住
民
や
関
係
官
庁

の
職
員

小
型
船
舶
安
全
協
会
、
芦
屋
町
職

員
や
看
護
十
さ
ん
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ

ア
で
大
勢
参
加
．
総
勢
２
５
０
人

が
芦
屋
町
長
の
歓
迎
挨
拶

の
あ
と

５
班
に
分
か
れ
て
海
岸

の
ご

み
拾

い
を
し
ま
し
た
。

'F■

1,1本「 卜と´加者のit=
ん ,1を流したに ま+し く交流会を円世 硫,の
人 の々輸●さら■■|:っ ていきます

心
地
よ

い
潮
風

に
吹
か
れ

謂
心

っ
た
よ
り
ご

み
が
多
い
」
「
マ
ナ
ー

を
考
え
直
さ
な
け
れ
ば
」
な
ど
と

話
な
が
ら
海
岸
清
掃
を
終
え
ま
し

た
．
・

清
掃
後

の
交
流
会

で
は
　
各
地

か
ら
の
参
加
者

の
紹
介
や
感
想
．

地

瓦
の
漁
協
か
ら
魚
介
類
　
Ｌ
流

か
ら
は
猪
肉
な
ど

の
差
し
入
れ
も

あ
り
　
生
ビ
ー
ル
の
ジ

ョ
ッ
キ
を

傾
け
　
ハ
ー
ベ
キ

ュ
ウ
を
楽
し
み

な
が
ら
、
和
や
か
な
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
・

窪
山
代
表
は

「源
流

の
森
づ
ぐ

り
か
ら
中
流

の
河
川
敷
清
掃
　
最

下
流

の
海
岸
清
掃
を
年
中
行
事
に

し
て
　
流
域
が
完
全
に

一
体
と
な

っ
た
意
義
は
大
き
い
」
と
語

っ
て

い
ま
し
た
．

当
日
流
域
各
地
か
ら
参
加
さ
れ

た
多
く
の
皆
さ
ん
ご
苦
労
さ
ま

で

し
た
　
ま
た
、
今
年
も
芦
屋
海
岸

で
お
会

い
し
ま
し
ょ
う
¨

（古
屋
町
の
自
然
を
守
る
会
）
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